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要－1 

１ 北陸の良質な地域イメージの形成 
・北陸圏は首都圏において認知度が低くイメージ形成が進んでいないことから、良質な地域イメ

ージの形成が急務となっている。 
・そこで、主に首都圏をターゲットにした北陸の「魅力情報」を試作し、北陸のイメージ形成を

図るとともに、首都圏向け情報発信能力の向上を目指す。 
  
（１）北陸の魅力情報のテーマ設定方法 
 
国内旅行者

の嗜好の動

向 

● 国内旅行者のシェアは、「ファミリー層」（とくに、小学生・幼児の子ども連れ）と「中高

年」が大きい。 
● 富山県・石川県は「中高年」、福井県は「中高年」「ファミリー層」のシェアが高い。 
● 中高年の旅行タイプは「温泉」「周遊観光」「わいわい過ごす」。ファミリー層の旅行タイ

プは「テーマパーク」「温泉」「スポーツ」「周遊観光」。 
注目される

マーケット 

● 団塊世代 
旅にもうひとつの目的をもとめる傾向，精神的な安らぎをもとめるスローな旅 
食への関心が高い「食楽」世代，知識欲・知的欲求が高い，夫婦で行動する旅行 

● おひとりさまマーケット 
  「モノより思い出」に移行したセルフごほうび，「自分磨き」を買う。自分を改善する努力 
● 学生マーケット 
  男性はインドア派（音楽鑑賞やテレビゲームなど），女性は旅行・レジャーに関心 

マイペースな生き方を志向，環境への関心が高い 
休日をこじんまりと過ごす。異性より同性の友人，和風・伝統文化への回帰 

北陸の魅力

整理 
①美しく、豊かな自然 
②特色ある食文化 
③湿気の多いウエットな気候を背景とした「心の発酵文化」 
④北陸の暮らしの豊かさ 

 
 

 

１）哲学や宗教、文学など「心」の分野 
３）アート・伝統工芸 
５）既存の観光地をひもとく 
７）戦国武将 
９）映画 

２）人とのつながり・人を介した旅行商品の造成 
４）農業 
６）北陸の「住みやすさ」 
８）北陸の美人と北前船  
１０）産業観光・伝統産業 

 
 
 

ターゲット テーマ 

１）新幹線をきっかけに北陸を訪れ

る層（入門編） 海の新幹線、北前船の寄港地を訪ねる 

２）昔訪れたけど、もう一度行って

みたい（初級編） 
  特にファミリー層 

日本三名山のうち二つがある 

３）リピーターや旅の上級者 
  （中～上級編） 

北陸の発酵食で 
健康＆美人になる！ 

 

北陸の魅力情報テーマの仮設定 

北陸の魅力情報（試作品）のテーマ設定 



要－2 

（２）北陸の魅力情報（試作品）の抜粋 
 

 
 

 



要－3 

 

 
 
２ 北陸観光ワークショップ 
 
（１）目的 
・北陸地域の情報発信の機会とするとともに、首都圏の人々の実際の反応・評価を確認すること

で、今後の北陸地域における取り組みにフィードバックする。 
 
（２）日時・場所 
日時： 平成２２年３月５日（金） 
場所： 東京交通会館１２階 カトレアサロン（Ａ） 
主催： 国土交通省北陸信越運輸局・北陸地方整備局、経済産業省中部経済産業局、 

農林水産省北陸農政局 
後援： 富山県、石川県、福井県、 北陸経済連合会、北陸広域観光推進協議会 

 
（３）参加者                              （人） 

 第１部 第 2部 合計 

旅行代理店 25 2 27 
旅行誌編集者 10 2 12 

学生 24 － 24 
主婦・社会人・ＯＬ 88 63 151 

その他 31 8 39 
合 計 178 75 253 



要－4 

（４）アンケート結果の整理 
 
・一般、旅行誌編集者、旅行代理店に聞いたアンケート結果について整理を行う。 
  
北陸の 
認知度 

●北陸の認知度は来訪経験の無い人には希薄。海の幸・食の美味しさ、自然、

景観の美しさに対するイメージはあるが、イメージを形成する中心的な魅力

が無いという指摘もあった。 
魅力情報の 
効果 

●魅力情報により北陸らしさが伝わった人は、一般参加者の９割を超え、既に

認知度が高い編集者・代理店においても７割前後であるなど、北陸らしさの

形成に効果的である。 
●一般参加者は「北陸のイメージが高まった」が８割を超え、編集者・代理店

は「読者層・顧客層のイメージが増える」が６～８割みられるなど、イメー

ジ向上に効果的である。 
●一般参加者は「行ってみたい・食べてみたい情報があった」が９割前後であ

り、誘客効果が確認できた。 
●編集者・代理店は「旅行記事・旅行商品の参考になる」が６～９割であり、

テーマ毎にばらつきはあるものの、効果的であるといえる。 
●「もっと深く知りたい内容があった」が、一般参加者は６～７割、認知度が

高い編集者・代理店も６割以上であり、魅力情報に対する興味・関心は一定

程度みられた。 
●魅力情報と魅力語りの組合せは、一般参加者は「よい組合せ」が５割前後、

編集者・代理店は２割前後が多かったが、「よくなかった」という意見は１

割以下であり概ね好評であった。 
●一般参加者は「来訪意向が高まった」が９割を超え、来訪意向に対する効果

が確認できた。 
●編集者・代理店は、魅力情報の定期的な発信が「記事の増加につながる」が

６割、「旅行商品の増加につながる」が４割。 
●記事の増加・旅行商品の増加への工夫に対しては、編集者は「ポイントを絞

りワンテーマでの情報提供が有効」との声が聞かれ、代理店からは「モデル

ルート」「店舗の紹介」「祭り・イベント」が有効との声が聞かれた。 
今後の情報 
発信 
 

●一般参加者の魅力情報に対するニーズは、「定期的に入手したい」が７割強

であり、食や温泉の情報に対するニーズが大きい。 
●一般誌参加者は、「テレビ（旅番組・バラエティ）」「ホームページ」「旅

行雑誌」をよく目にすると回答。 
●編集者、代理店の意見として、三県の一体的な情報発信については「有効」

が９割を超えており、連携した情報発信の必要性が高い。 
●認知度を高めていくための工夫として、編集者からは「定期的な情報発

信」、代理店からは「首都圏マーケットへの直接的なＰＲ、媒体を組み合せ

たＰＲ」が必要との声が聞かれた。 
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３ 北陸の情報発信戦略のまとめ 
・北陸魅力編集委員会における検討、北陸観光ワークショップにおける一般参加者、旅行誌編集

者、旅行代理店に対する調査結果より戦略のまとめを行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
○来訪経験のある人の認知度はあるが、来訪経験が無い人には認

知度が希薄。 
○「海の幸・食の美味しさ」「豊かな自然」「景観が美しい」な

どの一般的なイメージが強いが、具体的イメージは弱い。 
○中心となる魅力の発信、東北や新潟との差別化が求められる。

首都圏における現状の認知度

 
○魅力情報は北陸のイメージや来訪意欲の向上に効果的である。 
○特に基本情報＋地元の口コミ情報の組合せは効果が高い。 
○また３県が連携して情報発信のウエイトを高める必要性、金沢

を起点とした北陸周遊の情報に対する必要性が確認できた。 
○さらにアクセス情報、実際のまちの歩き方、具体的なお勧めの

お店情報など、旅行の際に必要な情報を求める声も多い。 
○一般参加者と旅行誌編集者、旅行代理店では、求めている情報

の内容、有効な情報発信方法が異なることが確認された。 

情報発信戦略の課題

 
方針：継続的な情報発信により、イメージ形

成、来訪意欲向上の両方を進める 
 
①認知度の向上・イメージの形成 
○魅力情報の定期的な発信により、認知度の

向上を図るとともに、北陸のイメージ形成

を進める。 
 
②来訪意欲の向上 
○魅力情報と関連し、まちの歩き方、どこで

何が食べられるか、着地型観光プログラ

ム、モデルコースなどの情報を発信するこ

とにより、具体的な旅行行動のイメージを

喚起し来訪意欲を高める。 

一般旅行者への情報発信  
方針：旅行誌編集者、旅行代理店向けの情報

発信方法を工夫し、定期的に発信する  
①旅行誌編集者への発信 
○各旅行誌の特性をふまえ、その旅行誌に適

した内容を「１枚ペラ＋写真」で編集する。

○他県、他地域との区別化・差別化。個別情

報発信と併せて、広域的にまとめた情報発

信も有効。 
○編集情報を、パブリシティ担当者が持って

まわる。編集者との人間関係を築き、取材

サポートまで行う。  
②旅行代理店への発信 
○地元ネタは好まれるが、アクセス、所要時

間、受け入れキャパシティ、モデルルート

など、旅行商品を企画するための具体的な

情報が求められる。 
○北陸３県が連携し説明会を開催し、具体的

な観光素材・モデルルートを一体的に発信

する。

旅行誌編集者・旅行代理店への発信

実 施 方 策 

継続的なマーケティングの実施 
○一般旅行者への北陸のマーケティング調査 
○旅行誌編集者、旅行代理店へのマーケティング調査



要－6 

４ 北陸の地域づくり活動のレベルアップ 
・新幹線延伸による首都圏等からの集客拡大を念頭に、魅力あふれる地域づくりを目指し各地域

における観光振興に関して議論を深め、新幹線延伸までに取り組むべき地域の課題を整理する。 
・地域づくり研究会の委員のみならず、各開催地域において地域づくりに尽力しているキーマン

等の参加を募り、人材育成・ネットワークづくりの実践的な場とする。 
 
（１）開催スケジュール 

１２月１日 
第１回北陸地域づくり研究会（高岡・氷見） 
   現地視察参加者 ２９名   会議参加者 ３６名 

１２月２２日 
第２回北陸地域づくり研究会（にいかわ地域） 

現地視察参加者 ３４名   会議参加者 ４６名 

２月１５日 
第３回北陸地域づくり研究会（能登半島地域） 

現地視察参加者 ３０名   会議参加者 ３９名 
 
（２）効果と課題 
地域の課題整理 

効果 

・取り組むべき課題の整理やその対応策についての意見交換は、第 1 回研究会から実施さ

れていたが、会を重ねる毎に具体的な方策提案が生まれている。 
・例えば、着地型観光の推進策としては、第 1 回・第 2 回研究会では「他地域の力も借り

た定期的な点検が必要」「交流人口増加によりメリットがある人が参加し人材不足を解

消」「価値を分かってもらうしくみづくりが必要」などの方策が出されたが、第 3 回研

究会では「うまみんを軸に能登半島全体で取り組む」「各地域の人が、プログラムにな

りそうな情報を持ち寄ってみる」など、協議内容が具体化している。 
・開催地が直面している問題について、地元のキーマンと北陸のキーマンが議論すること

により次のアクションにつながるようなアウトプットが生まれており、研究会の大きな

効果といえる。 

課題 
・既に地元において議論され尽くしている課題に対して、一般論的な議論を行っても課題

解決に結びつかないため、具体的な論点を設定したうえで、現地をみんなで確認しディ

スカッションできるようなプログラムづくりが重要である。 
 
人材育成・ネットワークづくり 

効果 

・北陸三県のキーマン同士のネットワーク構築という面では、北陸地域づくり研究会の委

員を核とする人脈が生まれており、いろいろな情報交換、ディスカッションができる体

制ができつつある。 
・一方開催地においては、高岡・氷見、にいかわ地域、能登半島地域のそれぞれで、隣の

市の取り組みをよく知らない、キーマン同士のネットワークが弱いという現状も分かっ

た。各地で研究会を開催することにより、自らの地域の再確認や、地元同士のネットワ

ーク・情報交換が進む効果も確認されている。 

課題 

・現在構築されつつある「北陸地域づくり研究会」のネットワークを活かし、北陸新幹線

金沢延伸までに各地で研究会を開催することにより、それぞれの地域の活性化を進めて

いくことが重要である。 
・さらに、各キーマンが観光まちづくりに対する学習を進めるため、外部講師を招き、そ

れぞれのアクションプランのブラッシュアップを行うことができる「北陸観光大学」の

ような取り組みも求められる。 
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５ 北陸の観光地域づくり戦略・全体スケジュール 

（１）観光地域づくり戦略 
・今年度の「北陸地域づくり研究会」の開催をふまえ、全体戦略の整理を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
○北陸全体での観光連携が弱く、観光圏の中でも隣の市町村の取

り組みに対する認知度が低いなど、情報が流通していない。 
○新しいニーズに対応した着地型観光は、一部の地域で実践され

ているものの、北陸全体ではプログラムが少ない。 

観光まちづくりの現状

  
○観光圏事務局や着地型観光のキーマン等が、デスティネーショ

ン・マネジメント・センター（ＤＭＣ＝観光まちづくり事業

体）の運営を学び、実践するためのより高度な研究会＝「北陸

ＤＭＣマネージャー養成講座（仮称）」を開催し、北陸におけ

るベストプラクティスの拡大を目指す。 
○観光まちづくりキーマンが、北陸各地で開催する「北陸地域づ

くり研究会」を継続し、観光まちづくりの実践を促進するとと

もに、各地の人材ネットワークの形成を図る。 

観光地域づくりの方向性

  
方針：観光圏や着地型観光のキーマンがより

高度な観光まちづくりを進めるための研修

を継続的に行い、北陸のベストプラクティ

スの拡大を目指す。   
○目的：北陸の観光まちづくりキーマンのレ

ベル向上により、活き活きとした観

光まちづくりの推進を図る。 
○参加：北陸の観光まちづくりキーマン 
○内容：日本観光協会と全国地域オペレータ

ー創造ネットワークが開催する「観

光まちづくり事業体の事業運営人材

研修」の内容等を参考に、少人数で

深い学習を行う養成講座を実施す

る。 

北陸ＤＭＣマネージャー養成講座   
方針：北陸地域づくり研究会の継続により、

各地の観光まちづくりの実践を促進し、人

材ネットワークの形成を図る。   
○目的：北陸新幹線金沢開業までに、魅力的

な観光まちづくりを実践する地域を

増やす。 
○参加：北陸の観光まちづくりキーマン 
    開催地の観光まちづくり関係者 
○内容：各地の観光拠点、着地型プログラム

の見学・体験 
    現状のデータ、取り組み内容の整理

    各地の論点に従い意見交換 
    ⇒実践すべき内容の共有 

北陸地域づくり研究会 

実 施 方 策 
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（２）全体スケジュール 

・今年度は、北陸の魅力情報（試作品）の製作を行い、北陸観光ワークショップを東京で開催す

ることにより首都圏のマーケットニーズの把握を行った。 
・その結果、首都圏では平成 26 年度に予定されている北陸新幹線の金沢までの開業に対する認

知度は低く、来訪経験が無い人にとっては北陸自体の認知度が低いことが確認される一方、魅

力情報等の発信がイメージや来訪意欲の向上に効果的であることが分かった。 
・平成 24、25 年に実施されると考えられる「開業キャンペーン」に向け、北陸３県が連携して

情報発信体制を整え、継続的なＰＲを行うことが効果的である。 
・今年度はもう一つの柱として、北陸地域づくり研究会の試行的な開催も行った。平成 26 年度

までに魅力的な観光まちづくりが進んでいるためには、地域づくり研究会を継続的に開催する

とともに、各地のキーマンのレベルアップを進めていくことが必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20 年度 北陸圏における交流活発化の課題・具体的方

策

北陸の魅力情報 
（試作品）の製作 

北陸地域づくり研究会の 
試行的な開催 

開業キャンペーンの実施 

～首都圏での集中的なＰＲ～

平成 26 年度

平成 27 年

度以降

北陸新幹線の金沢までの開業 

平成 22 

～23 年度

平成 21 年度 

北陸観光ワークショップ 
によるマーケティング 

北陸３県が連携した 
情報発信体制 

～継続的なＰＲの実施～ 
●魅力情報の定期的発信 

●旅行誌編集者への情報提

供（パブリシティ担当）

●旅行代理店への情報提供

 地域づくり研究会 
 ＤＭＣマネージャー養成  
～継続的な観光 

まちづくりの実施～ 
 
●北陸地域づくり研究会を継

続的に開催し、各地の観光

まちづくりを推進する。 
 
●観光圏や着地型観光のキー

マンが参加する観光まちづ

くりの研修を行い、各地レ

ベルアップを図る。 平成 24 

～25 年度


